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質

疑

欄

【
一
】

（
答
）

春
分
黙
移
動
の
理
由
な
説
明
し
て
下
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
q
M
生
）

春
分
鮎
の
移
動
ば
赤
猶
黄
溢
両
方
の
無
位

に
曇
る
の
で
す
が
両
者
表
書
の
原
因
も
叉
其
分
量
も

全
く
違
ひ
ま
す
。

詳
し
い
説
明
は
天
罷
力
學
に
よ
ら
ね
ば
な
り
ま
ぜ
ん

が
ざ
つ
ε
云
へ
ば
（
ご
赤
道
面
の
方
向
が
攣
る
の
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
マ

剛
艦
力
學
に
於
け
る
廻
韓
ぜ
る
濁
樂
に
見
ろ
現
象
ご

野
盗
で
す
、
印
ち
地
球
が
学
卒
で
赤
撹
の
部
分
が
ふ

く
れ
て
居
る
た
め
其
部
分
に
働
く
太
陽
翠
雨
の
引
力

が
赤
遣
面
な
各
の
軌
蓮
面
に
｝
致
さ
ぜ
や
う
ε
し
ま

す
け
れ
ご
地
球
が
自
罪
し
て
居
ろ
た
め
自
韓
軸
が
黄

溢
ε
離
角
傾
い
た
ま
㌧
方
向
叢
書
へ
・
ろ
の
で
廻
縛
ぜ

る
下
面
の
軸
為
傾
げ
ろ
ざ
軸
が
グ
ル
～
、
う
な
っ
て

．
動
く
の
ミ
同
凱
懐
の
現
象
・
ミ
譜
隣
へ
ば
よ
い
で
ぜ
う
。

（
二
）
黄
道
の
移
動
ば
全
く
別
の
原
因
で
他
の
惑
星
が

．
黄
遣
ε
一
致
ご
ぬ
軌
道
面
素
た
動
い
て
居
て
其
引
力

が
地
球
に
働
い
て
一
定
の
黄
遣
面
外
に
地
球
な
脱
出

ぜ
し
め
様
ε
す
る
た
め
現
在
の
黄
遣
が
攣
る
の
で

す
。
（
こ
（
二
）
の
結
果
黄
道
達
赤
墨
ご
の
交
馳
で
あ

ろ
春
分
瀦
が
移
動
し
鼠
す
。
（
二
）
1
1
（
こ
に
比
し
て

小
さ
い
分
蚤
で
（
一
）
に
よ
ろ
移
動
々
「
月
B
歳
差
」
・

（
二
）
に
よ
る
分
た
「
惑
星
威
差
」
ピ
申
し
ま
す
が
ざ

つ
ε
し
た
所
通
俗
天
文
書
に
あ
ろ
様
に
不
動
の
黄
道

に
署
し
て
赤
道
が
移
動
す
る
た
め
に
起
る
ピ
し
て
大

部
分
ば
説
明
ぜ
ら
れ
ま
す
d
（
K
、
K
）

　
【
二
伸
　
舞
啓
近
時
或
書
物
に
て
「
太
陽
ば
一
年
略

四
億
哩
宛
…
織
女
星
の
方
に
近
づ
き
つ
＼
あ
り
」
ε
記

載
ぜ
う
な
見
候
が
障
り
ε
す
れ
ば
、
期
寿
定
め
て
太

陽
の
附
近
に
表
ば
ろ
㌧
エ
ン
ケ
彗
星
や
ハ
サ
書
彗
星

の
如
き
も
太
陽
ミ
同
一
運
動
面
骨
な
し
、
一
年
四
億

哩
の
蓮
力
F
て
同
じ
く
織
女
星
の
方
に
鑑
み
つ
㌧
あ

る
も
の
に
候
哉
。
御
迷
惑
の
至
り
ε
に
存
候
も
天
界

の
餓
白
に
で
も
御
説
明
廊
下
候
に
父
老
に
難
有
仕
合

ご
荏
居
候
初
學
者
の
こ
ご
に
候
へ
ば
何
分
宜
敷
願
上

候
早
々
ε
α
）

　
（
答
）
　
惑
星
ρ
彗
星
も
皆
太
陽
の
要
用
な
ま
わ
り

乍
ら
…
織
女
の
ゐ
カ
へ
舳
進
行
し
て
居
る
の
す
で
す
（
K
）

同
好
會
報

○
山
本
幹
｛
畢
　
去
る
十
一
月
十
六
日
、
京
都
の

華
族
會
舘
に
招
か
れ
、
一
場
の
天
交
講
演
な
試
み
躍

る
同
氏
ば
、
翌
晩
突
如
、
風
邪
に
胃
さ
れ
、
博
い
肺

炎
為
満
し
た
の
で
、
二
週
間
程
就
床
し
た
が
、
同
月

末
殆
ん
ご
快
癒
。

○
中
村
要
望
　
同
兵
も
＋
一
月
前
＋
筒
型
よ
り

膓
チ
ブ
ス
の
疑
ひ
た
以
っ
て
入
院
し
た
が
・
十
二
月

宋
退
院
、
但
し
、
脚
下
の
歪
め
、
街
手
工
間
自
宅
療

養
の
筈
。

○
洛
南
定
期
講
演
　
同
支
部
幹
事
吉
田
氏
の

斡
旋
に
よ
り
、
十
二
月
以
後
毎
月
｝
回
、
市
外
伏
見

町
京
町
大
黒
の
同
詰
篭
に
て
天
府
定
期
講
演
な
開

く
q
講
師
ば
山
本
助
教
授
・
題
ば
「
太
陽
系
の
話
」
、

約
五
回
為
以
っ
て
終
る
筈
。
初
回
ば
去
＋
二
月
＋
日

で
あ
っ
た
次
は
本
年
。
一
月
十
四
日
（
土
）
午
後
三
時
。

〇
十
二
月
懸
濁
　
本
署
㊨
＋
二
月
例
會
ば
二

十
日
（
月
）
午
後
七
時
よ
り
、
報
告
の
如
く
京
都
大
群

集
會
所
で
開
會
、
山
本
助
教
授
の
「
星
の
種
類
」
に
關
…

す
ろ
講
話
が
あ
っ
た
。

O
ブ
レ
タ
ソ
獲
刊
　
か
れ
て
の
計
識
逓
り
、

本
＾
曾
…
観
測
部
よ
り
至
急
紺
報
プ
レ
テ
ン
第
「
號
が
去
る

十
二
月
十
二
日
に
機
刊
さ
れ
。
第
二
號
ば
同
十
九
日

に
登
行
さ
れ
た
。
型
ば
．
四
六
版
二
倍
大
、
全
部
英
交

（
非
壷
品
）
で
あ
、
る
が
、
学
説
部
員
及
び
特
別
希
望
者

に
配
布
し
、
省
、
歓
未
の
約
五
＋
個
所
の
天
女
憂
に

於
け
る
親
測
報
告
ε
交
換
の
目
的
配
賦
っ
て
、
歴
く

寄
購
ざ
れ
た
。
こ
れ
ば
本
邦
天
和
學
界
に
於
け
る
唯

】
の
研
究
報
青
機
關
…
で
、
我
が
官
民
天
女
學
界
の
活

動
状
侃
為
報
す
う
も
の
で
あ
る
か
ら
、
將
來
ば
世
界

の
學
界
に
重
罪
た
な
す
で
あ
ろ
う
。


